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Ⅰ．ソーラーベースＳの仕様 
  
材質 一般構造用圧延鋼材 ＳＳ４００ 
メッキ 溶融亜鉛メッキ ＨＤＺ４５ （ボルト部ＨＤＺ３５） 
重量（ｋｇ） 3.3 
底板寸法（ｍｍ） 直径 268.5 

板厚 6.0 
天板部高さ（ｍｍ） 120.6～135.6 （高さ調整範囲 15mm） 

設計耐力（ｋＮ） 
引張方向 6.0 
圧縮方向 6.0 
水平方向 2.0 

下地固定用アンカーの設計 ソーラーベースＳ設計耐力内において変位を生じない 
（アンカー1本当たり引抜き 2000Ｎ以上確保 ※注 1） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注 1：必ず現地にてアンカーの引抜き試験を行い、１本当たり 2000Ｎ以上得られることを確認する 
   固定にはエポキシ樹脂系接着剤を用いるが、引抜き試験はエポキシ樹脂を用いずに確認する 
   2000Ｎを下回る場合は、ソーラーベースＳの設置は行わない 
注 2：実際に使用する架台の構造計算を行い、基礎に作用する力がソーラーベースＳの設計耐力を上回
らないよう安全性を検討する 

注 3：ベースレール等、架台の下端部は、ソーラーベースＳ天板に直に接地するよう固定を行う 
   嵩上げ材等は用いない 
注 4：適用下地は、コンクリートのみとする。ＡＬＣパネル、スチールデッキ等は不可 



Ⅱ．ソーラーベースＳの耐力設計 
 
●ソーラーベースＳ耐力設計 
  ソーラーベースＳの設計耐力の設定においては、鋼材の降伏耐力を基準とし弾性範囲内かつ安全率

を考慮し設定した。また、鋼材の降伏後から破壊耐力までは十分な余裕をみて製品設計を行っている。 
  想定外の荷重が生じた場合においても、鋼材の降伏を先行させることで極めて靭性に富んだ製品設

計としている。 
 ●アンカー部の設計 
  ソーラーベースＳの下地に対する固定部に関しては、アンカー固定を行う設計となっている。この

アンカー固定強度の設計においては、ソーラーベースＳの降伏後においても引き抜きによる変位、耐

力の低下が生じない強度を設定している。 
 
従って、設計耐力は製品形態そのものの状態を用いた実験により決定した。 

 
○耐力設定方法 
 ソーラーベースＳは、鋼材を組み合わせて構成された部材である為、製品形態そのものの状態に対

する加力試験による実験値から設計耐力を設定した。 
加力試験での加力方向は、鉛直方向、水平方向及び斜め 45°方向とした。 

 
  加力試験における加力点は、実際に力が作用する天板ボルト下端部とし、製品内各部位の荷重-変形
関係、破壊状況等より設計耐力を設定した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

加力点 

加力点 加力点 



○ソーラーベースＳ設計耐力 
 ソーラーベースＳの加力試験より、設計耐力を鉛直方向 6ｋＮ、水平方向 2ｋＮとした。 
これより、下記｢ (N/6)２ + (Q/2)２ ≦ 1 ｣で示される領域を安全領域とする設計耐力図を設定した。 
 ※加力試験方法、結果については別紙資料参照 
（ ｢太陽光パネル設置基礎の構造性能に関する研究｣ 2011年日本建築学会大会学術講演梗概 ） 

 
 設計耐力(ｋＮ) 最大耐力(ｋＮ) 最大耐力時の状態 

鉛直（引張） 6.0 20.0以上 
材料の変形 
天板ボルト部の破壊 

鉛直（圧縮） 6.0 30.0以上 
材料の変形 
測定限界 

水平 2.0 8.0以上 
材料の変形 
測定限界 

 
（耐力判定式）    
   (N/6)２ + (Q/2)２ ≦ 1  ⇒ ＯＫ 
   (N/6)２ + (Q/2)２ ＞ 1  ⇒ ＮＧ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ソーラーベースＳ設計耐力 耐力概念図 

N：架台から基礎部に作用する荷重の鉛直方向分力（kＮ） 

Q：架台から基礎部に作用する荷重の水平方向分力（kＮ） 



○アンカー固定強度（引抜き耐力） 
 下地への固定用アンカーの引抜き強度 2000Ｎ以下となる低強度コンクリートを用いた加力試験にお
いて、アンカー固定部の緩み、ズレは確認されなかった。 
 アンカーの引抜き試験において、2000Ｎ/本をソーラーベースＳ設置条件とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ソーラーベースＳへの想定荷重に対する耐力の判定 
 ソーラーベースＳの耐力は、アンカー固定部に依存せずソーラーベース本体耐力で決まる設計とした。 
 従って、想定荷重に対する耐力判定は以下の通り行う。 
   ①想定荷重とソーラーベースＳの設計耐力との比較を耐力判定式を用いて行う 
   ②現地でのアンカー引抜き試験を行い、引抜き強度が 2000Ｎ/本得られることを確認する 
    引抜試験は、エポキシ樹脂系接着剤を用いない状態で行う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅲ．固定用アンカーの引抜き試験結果 
 
〇固定用アンカー仕様  
  名称    ： ＰＶアンカー40（標準長さ） 
           樹脂製プラグ   ： 8mm径×40mm長さ 
           ビス(金属ねじ)  ： 5.8mm径×56mm長さ 
          エポキシ樹脂接着剤： ・ﾎﾞﾝﾄﾞ Ｅ206  
         （右記いずれかを使用） ・AR ｹﾐｶﾙｾｯﾀｰ EX350 
  固定箇所数 ： ソーラーベースＳ底板部に対し 6箇所 
  下穴径   ： 8mm 
  埋め込み深さ： 40mm 
 
○油圧式簡易引張試験器による測定結果 
 現場試験でも用いられる、油圧式簡易引張試験器を用いて測定。 
 下地コンクリートは、低強度のコンクリートも想定した。 
  試験方法  ： 油圧式簡易引張試験器による引抜試験 
  試験機   ： テクノテスターＲＴ－1000ＬＤ（サンコーテクノ㈱） 
  供試体   ： ＰＶアンカー40 
         （現場引抜試験と同様、エポキシ樹脂接着剤を用いない状態で測定） 
  埋込み深さ ： 40ｍｍ 
  コンクリート： 
 
 
（試験結果） 
 ・コンクリート Ｆｃ＝10Ｎ／ｍ㎡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ コンクリート Ｆｃ＝20Ｎ／ｍ㎡ 
・  

 
 
 
 
 
 

Ｆｃ（設計基準強度） 10Ｎ／ｍ㎡ 20Ｎ／ｍ㎡ 30Ｎ／ｍ㎡ 

４週強度 14.8Ｎ／ｍ㎡ 21.9Ｎ／ｍ㎡ 23.9Ｎ／ｍ㎡ 

ソーラーベースＳ プラグ、ビス 

Ｆｃ＝10Ｎ／ｍ㎡
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 ・コンクリート Ｆｃ＝30Ｎ／ｍ㎡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○エポキシ樹脂接着剤有無による引抜強度測定 
 下地コンクリートは、低強度のコンクリートを用いた。 
  試験方法  ： 万能材料試験機による引抜試験 
  試験機   ： オートグラフ ＡＧ－2000Ｅ（島津製作所） 
  試験速度  ： 1mm／min 
  供試体   ： ＰＶアンカー40 
          ＡＲケミカルセッター EX400（エポキシ樹脂接着剤） 
  埋込み深さ ： 40ｍｍ 
  コンクリート： 設計基準強度 Ｆｃ＝10Ｎ／ｍ㎡（4週強度 14.8Ｎ／ｍ㎡） 
   
 
（試験結果） 
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Ｆｃ＝10Ｎ／ｍ㎡　エポキシ樹脂なし

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

0 1 2 3 4 5
変位（mm）

荷
重
（
N
）

Ｆｃ＝10Ｎ／ｍ㎡　EX400（エポキシ樹脂）併用

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

0 1 2 3 4 5
変位（mm）

荷
重
（
N
）






